モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

１．モデル事業の計画段階のプロセス
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

西多賀ワークキャンパス平成１８年度事業計画の基本方針として、現行の下請作業中心の体制の見直しをはかり、新規作業の開拓を積極的にすすめるため、１８年度から毎月作業開拓プロジェクト会議を開催して、具体的に検討していくことになった。５月から毎月１回、園長を中心に各課から担当職員が参加して、現状の作業の分析、新事業の提案内容について検討してきた。その後、会議と並行して「工賃水準ステップアップ事業」の情報があり、毎月行っている作業開拓プロジェクト会議の内容を充実させ、具体化に向けた計画作成のために、第三者の立場、専門的な観点で経営コンサルタントの指導をいただければ、より良い新事業への転換計画にできると考え、モデル事業に申請することになった。


　② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

モデル事業施設に選ばれ、コンサルタントの選定をすすめるにあたり、地元のコンサルタントから選んだ方が地域性を踏まえて綿密なコンサルティングをいただけると考え、地元のコンサルタントの中でも福祉にも理解があり、民間企業の経営アドバイスを多く手がけているコンサルタントが良いと判断し、法人役員からの紹介を受けて選定した。


　

③ 対象事業（対象作業科目）の選定の方法とプロセス

	・どのような対象事業の選定方法（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象事業の決定に至ったのか

現行作業のうち、製造部の作業が下請作業中心なので、自主生産作業に作業内容を切り替える事業を行うことが、今回応募した内容であった。５月から開始した作業開拓プロジェクト会議の中で、各職員より新規事業についての提案書を出し合い検討してきた。提案の内容としては、主として食品の製造販売を目指すことになり、①さぬきうどんの製造・店舗展開　②宅配弁当　③ＩＴ関連事業等があった。移転予定地の地域特性や食品を扱う場合の現地の店舗配置状況、既設の障害者就労施設の事業内容の調査結果からは厳しい環境であることも察知されたこともあり、具体的な作業内容の決定までは至らず、工賃水準ステップアップ事業のスタートにより、経営コンサルタントを中心にした検討作業を行うことになった。　

そして検討を重ねた結果、他施設との競合しない方法で食品を扱う事業を具体的に検討することにした。


　④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのか

具体的数値目標に関しては、工賃水準ステップアップ事業として、地域最賃の３分の１相当として工賃３万円の実現を目標としての事業であったので、２０年度に工賃３万円を達成することを目標にした。改善計画の策定にあたり、現状の作業の把握をするためコンサルタントより、各作業種目ごとの１７年度、１８年度実績額を月次ごとに明確にするようにアドバイスがあり、改めて製造部の作業での工賃水準の低い状況を確認し、製造部の特に収益率の低い作業を新事業に転換する方針を決めた。新事業の対象として、各職員の提案や利用者の意見も聴きながら売れる商品として確実な売上が期待出来る食品関係を行うことに決め、新たに「食品部」を創設する改善計画の策定をすすめた。


⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのか

新しい事業をすすめるにあたり、幅広くネットワークを拡げられ、各分野で活躍している人を基準に障害者就労支援関係者、民間企業関係者から委員を選定することに決め、各職員からの推薦を受け、コンサルタントが入った作業開拓プロジェクト会議で５名を選定した。人選に当たっては、特に食品関係で専門家のアドバイスを得たいので、地元のフードコーディネーターに加わってもらい、また、将来の商品流通・販路確保を考えて生協関係者に加わってもらった。


　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

平成１８年度事業計画説明の中で職員全体に周知した上で、その後は隔週開催される作業開拓プロジェクト会議と適宜職員連絡会議を通して、園長や担当部長より事業のすすめ方や工賃アップを目指す努力の必要性等の説明があり、主としてプロジェクト会議で具体的なテーマに基づいて話し合いを行ってきた。毎回の会議の内容は報告書として、全職員に回覧して共有理解を図ったり、プロジェクト会議メンバー以外からの提案等も取り入れてきた。


　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

工賃水準ステップアップ事業のすすめ方等については、利用者と園長との懇談会、園長と家族との懇談会、職員と利用者のグループ懇談会等で現在の作業状況や、当園の移転建替計画、新事業への移行計画に関連して、本事業の概要を園長より説明をしてきた。利用者の声（希望等）を事業に反映させるため、各作業種目ごとに１名の利用者代表（計６名）を選び、毎月１回利用者会議を開催して利用者の提案を聴きながらすすめてきた。利用者会議のメンバーは自主参加を募ったところ、積極的な参画があった。


２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示










　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、など

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	１
	１１月１２～１６日
	ナイスハートバザールIN仙台駅での販売体験
	他の施設の取り組みの理解
	職員３名

利用者６名
	

	２
	１２月６日
	県庁バザール見学
	他の施設の商品の見学
	職員２名

利用者４名
	


	３
	１月１６日
	四郎丸ケアステーションでの移転先周辺の状況説明
	移転先の周辺のニーズ等について確認
	コンサル

職員８名

利用者２名
	

	４
	１月１６日
	移転先見学
	移転先の立地条件の確認
	コンサル

職員８名

利用者２名
	

	５
	１月２２日
	きのこ関連業者（株）キノックス見学
	新事業の検討
	職員２名

利用者１名
	

	６
	１月２５日
	精神障害者通所授産施設

向日葵ファミリー見学
	移転先周辺の施設での活動状況の確認
	職員１名
	

	７
	１月２９日
	知的障害者通所授産施設

ぎんの星見学
	きのこ栽培を中心に活動内容の確認
	職員１名
	

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	８
	２月７日～

２月９日
	高い賃金をめざす実践講座（福岡）参加
	たんぽぽ（福岡県の就労継続支援Ａ型事業所）でのレストラン事業の見学
	職員１名
	

	９
	２月８日
	仙台大気堂印刷機材展

見学
	最新の印刷設備の見学
	職員３名

利用者４名
	

	10
	２月２０日
	知的障害者通所施設

第２虹の園見学
	ピザ・パンの食品関連・

陶芸・紙漉・園芸の見学
	職員５名

利用者

１３名
	

	11
	３月１日
	（株）ウィングル見学
	障害者を対象にパソコン入力作業等の展開している状況を見学
	職員２名

利用者５名
	

	12
	３月６日
	東北ニュービジネス協議会主催トークインサロン参加
	宮城の食材についての講演を聴講する
	職員１名
	


（2）モデル事業に基づく工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したか
	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	 Ｍ．Ｅ他
	作業指導員
	１０月１３日
	・各作業指導員が「事業振興に向けての自己診断書」を作成する。

	　　Ｍ．Ｏ
	作業指導員
	１０月１３日
	・大和製作所仙台営業所に製麺機械の見学に行く。

	Ｈ．Ｋ他
	作業指導員
	１０月２３日
	・業績管理表の記入を毎月行うようにする。

	 Ｈ．Ｋ他
	作業指導員
	１１月６日
	・目標管理シート記入。

	 Ｍ．Ｅ他
	作業指導員
	１１月６日
	・フードコーディネーターより食品業界の説明を受ける。

	 Ａ．Ｓ他
	作業指導員
	１２月４日
	・業務改善シート記入。

	Ｍ．Ｏ
	作業指導員
	１月１４日
	・障害者施設「わたげ茶屋」（そば処）見学。

	Ｍ．Ｅ
	作業指導員
	１月２５日
	・フードコーディネーターと移転先の立地見学。

	Ａ．Ｓ
	利用者
	１月２６日
	・ブルーベリー他園芸を始める。

	 Ｍ．Ｅ他
	作業指導員
	２月１３日
	・（株）ウィングルとパソコン関連事業について打合せ。


３．モデル事業における効果の検証

① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

利用者会議の委員を中心に新しい作業種目の考案に対して、積極的な意見や提案が出された。一部の利用者からは具体的な園芸関係や野菜等の食材提供のための耕作の提案に基づいて、土・肥料・種を購入して試作する動きも出ており、他の施設等の見学希望も出されるなど、取り組もうという意識が高まっている。

（利用者からの声）
施設見学の後の感想を聞くと、自分たちも新しい作業に取り組みたいという意見があった。

地域の人たちと一緒に何かをしてみたいという意見があった。

他の施設を見学して障害者が実際に取り組んでいるようすに刺激を受け、色々な作業内容に参加していきたいという感想があった。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

ともすれば、これまでは受身（待ちの姿勢）や、作業の確保に重点がおかれ、より高い工賃を目指すことに関しても意識が希薄であったが、本モデル事業でさまざまな検討を進める中で、課題の顕在化や方針の明確化を図ることにより、現状打破と新事業へのチャレンジを目指す職員の意識が高まった。

（職員側からの視点）
現状行っている作業内容を原価計算等、数値的に把握できるようになった。

モデル事業をすすめるにあたり、各職員が新事業への提案、他施設の見学等を行うことにより、主体的にかかわっていく意識が出てきている。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのか

２０年４月に施設移転に加えて、障害者自立支援法による新事業への移行を計画するにあたって、モデル事業を行うことによって具体的な計画立案を職員・利用者が共同参画してすすめることができた。それによって情報・意識の共有化を図ることができた。

新たな作業種目を考える中で、下請から自主生産への転換を図ることを契機に、地域との関係強化や地域貢献のための施設のあり方をより一層考えるようになった。


４．コンサルタントに対する評価
	コンサルタントにより、現作業の現状把握、問題点、やるべき課題等を明確にすることができ、職員の意識をある程度高めることができた。コンサルタントがリーダーになり、食品部の創設という大枠での計画立案までは、地域ネットワーク会議の委員の提言を参考にして作成できた。しかし、期間の制約もあり食品部の具体的な内容・すすめ方については持ち越しになった。今後は次年度も継続して実務上の専門家によるアドバイスをもらいながらすすめるよう助言をいただいた。諸会議には毎回欠かさず出席し、計画立案に努力いただいた。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	今年度の取り組み期間が、半年間という短期間ということもあり、計画の方向性は決めることができたが、具体的な商品生産やショップ運営等の活動計画の立案までは至らなかった。当施設は平成２０年４月に移転建替と新事業移行にともなって新たな取り組みを開始する予定なので、その準備のため１９年度に今回立てた計画をもとに、より実践的、具体的な活動に着手していく。


６．19年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算など

食品関係の専門家をアドバイザーに依頼し、作業開拓プロジェクト会議を継続して移行のための実践プログラムを作成し、それに基づく具体的な実行を行っていく。

予算措置は厳しい状況にあるので、継続事業として助成していただくとありがたいが、アドバイザーやトレーニング、商品開発、試作等に対し、必要最小限の予算は確保したいと考えている。


７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなど

今回のように限られた期間で行う事業であれば、スタート時に、目標の明確化と事業内容の工程計画を綿密に決めて実行していく必要を感じた。

よりよいアドバイザーを利用できる人材バンク等のルートを持つ必要がある。

事前の取り組みとして、特に職員（指導員等）の問題意識の共有化やポジティブにやり抜く意欲を醸成するための会議・研修が必要である。
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